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今、全道各地には 76軒（4月末時点）ものワイナリーがあり、北海道はワインの一大

生産地として国内外から注目されています。風土の個性を生かした美味しい道産ワイ

ンがたくさん誕生しています。 

 

北海道大学農学部の歴史的建物をリニューアルしたワインセンターを多くの方たちに

知って頂きたい、また道産ワインの素晴らしさをより多くの方に伝えていきたいと考

え、林代表がインターリンクジャパンの阿部さおりさんと一緒に企画し、ワインセンター

長である曾根先生に提案して実現したプログラムです。 

 

北海道アカデミックワイン學、3年目となる今年は、北海道のワインと消費者をつなぐ

企業、飲食店経営者やソムリエ、シェフなどのみなさんを対象に開催しました。 

 

第一部セミナーは、ワインセンター長で、北海道大学教授の曾根輝雄先生による発

酵の講義。アカデミックなテーマをわかりやすくお話くださいました。 

 

第二部は石蔵に移動し、北海道のワインの試飲会。 

北大オリジナルの「北大シードル」で乾杯の後、野生酵母で醸造する有機的な栽培農

法による余市町、仁木町のワインをティスティングしました。 

飲み比べをしながら、道産ワインの情報交換をする和やかな時間となりました。 

 

尚、本プログラムはご協賛企業のおかげで無料講座として開催しています。 

ご協賛企業を紹介いたします。 

 

ピーエス株式会社は、温度と湿度の専門企業です。こちらのワインセンターの設備も

ご寄付くださいました。ワイン産業を温度と湿度の装置から支えていきたいという企業

です。 

 

株式会社日本旅行北海道は、北海道のワインツーリズムを推進している企業です。

このセミナー終了後に道内ワイナリーへの体験研修ツアーを企画、今年度は三笠市

のワイナリー訪問を予定しています。 

 

一般社団法人北海道開発技術センターは、シーニックバイウェイの取り組みで多くの

ワイナリーとの接点があります。道内のワイナリーとの関りから、今後の北海道での

ワインづくりを支援していきたいと考えています。 

 



アステックエンジニアリング株式会社は、東京を拠点に北海道の生産者とも連携をし

ながら、自社の設計による日本製の充填機や製造機器を販売し、ワインのみならず

日本国内のお酒造りに貢献されています。 

 

ご協賛どうもありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 



 


